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osmium-polyvinylpyridine gel polymer containing horseradish peroxidase (Os-HRP ポリマー)修飾





パッタリング，カーボ、ンのパターンはエッチング、法で、作製した.第 5 章で使用し Os-HRP 修飾電極











した.30 分間のイムノクロマトグラフィーの後，テストラインを切取って電極チッフ。上へ置き， 2.0 mM 
フエロセンメタノール (FcOH) および 2.0 mM H202 を含むクエン酸緩衝液 (pH4.5) を添加した.そし
て，競合反応によって捕捉された HRP 活性を三電極集積型金電極チップでアンペロメトリックに検










・O2ーは不均化されてH202を生じる . HL-60 細胞株を all-trans レチノイン酸で好中球様に分化させて
分子認識素子に利用し，酸化ストレス性刺激により細胞が産生する H20Z を Os-HRP 修飾電極チッ
プで検出するセンサ作製を試みた.モデ、ル酸化ストレス性物質として phorbo1 12・myristate
13・acetate (PMA) を用いて作製したセンサの評価を行った.その結果， PMA刺激による細胞の応
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答を本センサで、モニタリングで、きることが確認、できた.さらに， NADPH オキシダーゼ阻害剤のアポ












積型金電極チッフ。に， Polydimethylsiloxane (PDMS) ウェルを取り付け， 1.0 x 104 cells の
HEK-Blue™-4 細胞と 1.5 mM p-アミノフェニルリン酸 (APP) を含む PBS 溶液をウェル内に入れて
センサとしたエンドトキシンサンプルを添加して 24 時間後，レポータータンパク質で、ある分泌型ア
ルカリホスファターゼ (SEAP) の酵素反応により生じた p-アミノフェノール (pAP) をアンベロメトリック











って rFC が活性化し，酵素反応によって遊離する p.ニトロアニリン (pNA) をプローブ型のグ、ラッシ
ーカーボン (GC) 電極を用いて微分パルスボルタンメトリー (DPV) 法で検出した その結果，反応
71 
時間 1 hr で 5000 EU/L, 3 hr で 1000 EU/Lのエンドトキシンの定量検出に成功した.さらに，感度
を向上させるために， LAL のカスケード反応を利用するシグナル増幅を試みた.その結果，約 l 万




























lロ2寸叩ny打rist切at旬e 1臼3-acetate (伊PM胤A) の束府|撒撒により白血球が産生する Hワ






第 6 章では，酵素前駆体C 因子を利用するエンドトキシン検出のためのバイオセンサの開発について述べ
ている。 C 因子がエンドトキシンの結合によってプロテアーゼ、活性を呈することを利用し，基質から遊離する
p-ni troanil ine (pNA) を電気化判句に検出する手法を開発している。さらに，カブトガニの血球成分 (LAL) の
酵素カスケード即芯を利用し，高感度化に成功している。
第 7 章では，本研究を総括し，環境，医療，食品分野への応用に関する今後の展望を示している。
以上要するに，本論文は，分析対象分子の性質およひゆ析ニーズ、にあわせたチッフ型バイオセンサを開発
し，バイオセンシングに適用した場合の研究成果について記載したものである。これらの研究成果は，環境生
命化学およびバイオセンシング、工学の発展に寄与するところが少なくなしも
よって，本論文同専士(学術)の学位論文として合格と認める。
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